
三
三

延
宝
五
年
の
『
兵
範
記
』
分
与
に
つ
い
て

は
じ
め
に

平
安
時
代
後
期
の
貴
族
で
あ
る
平
信
範
が
記
し
た
『
兵
範
記
』
は
、
自
筆
原
本
が

陽
明
文
庫
（
京
都
市
右
京
区
）
と
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前

者
は
、
信
範
が
仕
え
た
近
衛
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
平
松
家
の
旧
蔵

本
で
あ
る
。
平
松
家
は
信
範
の
末
裔
に
当
た
る
公
家
で
あ
る
がq

、
当
家
が
『
兵
範
記
』

の
自
筆
原
本
を
蔵
す
よ
う
に
な
っ
た
由
来
に
つ
い
て
は
、
西
田
直
二
郎
氏
・
米
田
雄

介
氏
に
よ
る
論
考
が
あ
りw

、
そ
れ
が
現
在
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
最
初
に
両
氏
の
説
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
西
田
氏
は
、
元
来
は

『
兵
範
記
』
自
筆
本
は
全
て
近
衛
家
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
う
え
で
、

次
の
二
つ
の
史
料
を
示
さ
れ
た
。

史
料
１
　
兵
範
記
由
来
書e

此
前
目
録

右
兵
範
記
〈
或
号
二

人
車
記
一

、
兵
部
卿
平
信
範
卿
日
録
、〉
二
十
ー
巻
〈
此
中

ー
年
ー
月
之
巻
間
傭
書
相
交
歟
、
ー
年
ー
月
之
巻
疑
二

後
孫
謄
写
一

者
歟
、〉
平

範
国
朝
臣
記
〈
信
範
卿
高
祖
〉
一
巻
・
平
知
信
朝
臣
記
〈
信
範
卿
考
、〉
一
巻

者
、
吾
先
子
兵
部
卿
平
信
範
卿
之
真
蹟
、
而
所
レ

蔵
二

近
衛
殿
下
之
家
塾
一

也
、

爾
来
至
二

於
関
白
太
政
大
臣
基

公
之
世
一

、
誠
以
二

平
氏
之
亀
鑑
一

、
分
二

賜
顕

祖
考
権
中
納
言
時
量
卿
一

、
興
レ

滅
継
レ

絶
焉
、
大
哉
基

公
之
仁
也
、
不
レ

意
吾

家
得
二

至
宝
於
五
百
有
余
歳
後
一

矣
、
向
者
不
レ

蔵
二

近
衛
殿
下
之
家
塾
一

、
則
亡

滅
而
不
レ

伝
也
必
矣
、
仮
饒
蔵
二

近
衛
殿
下
之
家
塾
一

、
不
二

基

公
出
一

焉
、
則

伝
二

吾
家
一

也
未
レ

可
レ

知
也
、
見
二

他
家
旧
籍
一

、
或
散
乱
或
作
二

灰
燼
一

、
所
謂
得

二

十
一
於
千
百
一

者
亦
罕
矣
、
幸
哉
時
量
卿
之
遇
二

基

公
一

也
、
可
レ

謂
二

千
載
一

会
一

矣
、
然
顕
考
之
能
成
二

跨
竃
之
名
一

、
無
レ

不
二

基

公
之
徳
一

焉
、
予
不
幸
而

夙
遭
二

大
故
一

、
不
レ

詳
三

是
日
録
之
所
二

由
来
一

者
也
、
故
蒙
二

賢
嗣
摂
政
太
政
大

臣
家

公
之
尊
喩
一

、
書
二

是
数
言
一

以
伝
二

不
朽
一

焉
、
嗚
呼
基

公
之
大
恩
、

生
当
レ

隕
レ

首
、
死
当
レ

結
レ

艸
者
也
、
世
々
万
子
孫
謹
聞
二

我
言
一

、
勉
学
莫
レ

怠

成
二

朝
廷
政
事
有
用
之
才
一

、
尽
二

事
レ

君
之
忠
一

、
兼
又
勿
レ

空
二

基

公
之
大
徳
一

矣

此
間
目
録

右
兵
範
記
二
十
巻
・
贈
左
大
臣
時
信
記
一
巻
者
、
基

公
分
賜
之
時
、
時
量
卿

借
下

請
所
レ

遺
二

近
衛
殿
下
之
家
塾
一

之
半
上

、
令
三

顕
考
謄
写
而
附
二

之
真
跡
後
一

也
、

豈
曰
二

小
補
一

哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
納
言
平
〈
時
春
〉
謹
識

史
料
２
　
近
衛
基

書
状r

昨
晩
得
二

懇
書
一

之
処
、
対
客
不
レ

致
二

即
答
一

背
二

本
意
一

候

一
、
詩
歌
進
儀
等
染
レ

筆
候
条
進
候

一
、
兵
範
之
事
、
得
二

其
意
一

候
、
雖
レ

然
連
々
懇
情
之
事
難
レ

謝
候
条
、
令
レ

幸

所
レ

拠
候
事
不
レ

見
二

儀
之
次
第
一

候
間
、
旁
以
令
レ

進
度
候
、
内
意
何
様
候
哉

不
レ

存
候
へ
共
、
只
被
二

留
置
一

候
は
可
二

祝
着
一

候
、
心
事
難
レ

述
儀
は
期
二

面

謁
一

候
へ
く
候
、
謹
言
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二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基

（
花
押
）

返
々
兵
範
之
事
、
無
レ

疑
自
筆
少
々
有
レ

之
候
様
存
候
間
、
漸
々
被
二

撰
分
一

候

は
、
其
分
不
レ

残
令
二

進
入
一

度
候
、
先
祖
之
真
紀
再
出
現
候
事
、
神
妙
存
候

故
、
重
而
申
入
事
候
也

平
松
中
納
言
殿

史
料
１
・
２
よ
り
、
西
田
氏
は
「（
平
松：

井
上
注
）
時
量
卿
の
懇
望
に
よ
つ
て
（
近

衛：

井
上
注
）
基

公
が
信
範
真
筆
と
し
て
兵
範
記
を
分
与
せ
ら
れ
た
事
が
確
か
に

判
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
史
料
２
の
花
押
の
形
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
代
を
延
宝

三
年
（
一
六
七
五
）
頃
か
そ
れ
以
前
と
推
定
さ
れ
た
。

こ
れ
を
承
け
た
米
田
氏
は
、
近
衛
基

の
日
記
か
ら
『
兵
範
記
』
譲
渡
に
関
す
る

次
の
記
事
を
見
い
だ
さ
れ
た
。

史
料
３
　
「
基

公
記
」
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
閏
十
二
月
十
二
日
条t

十
二
日
甲
申
、
天
晴
、
雪
未
レ

消

任
大
納
言
事
、
人
々
被
二

来
賀
一

、
其
中
平
少
納
言
被
レ

来
、
予
先
々
よ
り
平

氏
元
祖
信
範
卿
之
記
〈
自
筆
歟
〉
有
レ

之
、
今
比
平
中
納
言
父
子
別
而
懇
切

之
間
遣
レ

之
了
、
猶
以
二

自
筆
一

如
レ

本
書
写
加
二

奥
書
等
一

、
可
二

書
給
一

候
由
示

之
処
、
畏
悦
、
猶
父
之
卿
ニ
可
二

申
入
一

之
由
惶
々
被
レ

謝
レ

之

十
三
日
乙
酉
、
天
快
晴
、
暖
気
如
レ

来
、
雖
レ

然
雪
未
レ

消

為
二

大
納
言
賀
酒
一

人
々
来
、
無
二

指
事
一

平
中
納
言
被
レ

来
、
被
レ

謝
二

昨
日
之
記
事
一

米
田
氏
は
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
「
十
二
日
に
基

が
平
少
納
言
す
な
わ
ち
平
松

時
方
に
兵
範
記
を
与
え
、
十
三
日
に
時
方
の
父
平
中
納
言
時
量
が
そ
の
礼
と
し
て
基

邸
に
参
上
し
た
の
が
わ
か
る
」
と
述
べ
ら
れ
、「
基

は
か
ね
て
懇
望
さ
れ
て
い

た
兵
範
記
を
、
こ
の
日
（
十
二
日：

井
上
注
）
時
方
に
与
え
た
の
で
あ
る
」
と
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

平
松
本
『
兵
範
記
』
が
、
近
衛
家
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
は
、
附
言
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

①
『
兵
範
記
』
の
分
与
は
平
松
時
量
の
「
懇
望
」
に
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た

②
平
松
家
が
『
兵
範
記
』
自
筆
本
を
入
手
し
た
の
は
、
延
宝
五
年
閏
十
二
月
十
二

日
で
あ
る

一
、
平
松
家
の
立
場

ま
ず
は
①
の
『
兵
範
記
』
譲
渡
の
理
由
か
ら
考
え
る
が
、
西
田
直
二
郎
氏
は
史
料

２
に
よ
っ
て
、『
兵
範
記
』
の
譲
渡
は
平
松
時
量
が
懇
望
し
て
い
た
た
め
に
な
さ
れ

た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
史
料
３
に
も
「
平
中
納
言
父
子
別

而
懇
切
之
間
遣
レ

之
了
」
と
あ
り
、
平
松
時
量
が
譲
渡
を
望
ん
で
い
た
よ
う
に
も
見

え
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
気
を
付
け
て
お
き
た
い
の
は
、
平
松
が
『
兵
範
記
』
の
譲
渡

を
望
ん
だ
理
由
で
あ
る
。
確
か
に
平
松
家
は
平
信
範
の
末
裔
で
あ
る
。
し
か
し
平
松

家
は
公
家
平
氏
の
嫡
流
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
初
期
に
成
立
し
た
新
し
い
公
家
で
あ

るy

。
信
範
自
筆
『
兵
範
記
』
と
い
え
ば
、
当
時
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
な
ぜ
近
衛
基

は
、
一
門
の
嫡
流
で
も
な
い
平
松
家
に
、
望
ま
れ
た
と

は
い
え
、
信
範
自
筆
『
兵
範
記
』
の
よ
う
な
重
要
な
日
記
を
譲
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
末
裔
に
返
す
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
嫡
流
で
あ
る
西
洞
院
家
こ
そ
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
平
松
家
へ
の
譲
渡
に
は
西
洞
院
家
側
か
ら
の
反
発

も
想
定
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
当
時
の
公
家
平
氏
一
門
に
つ
い
て
、
特
に
『
兵
範
記
』

の
譲
渡
を
願
っ
た
平
松
時
量
の
立
場
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

図
１
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
平
氏
一
門
の
系
図
で
あ
る
。
西
洞
院
時
慶
の
子
の
世

代
で
３
家
の
公
家
が
派
生
し
て
い
る
。
平
松
家
は
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
当
時
の
４
家
の
様
子
を
比
較
す
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
、
平
松
家
の
極
位
・
極
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官
が
、
西
洞
院
家
よ
り
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

実
は
こ
の
時
期
、
西
洞
院
家
で
は
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
たu

。
元
来
、
平
信
範
子
孫
の
一
門
は
、
三
位
に

は
昇
れ
る
も
の
の
多
く
は
参
議
止
ま
り
で
あ
り
、
歴
代

の
中
に
は
諸
大
夫
止
ま
り
の
者
も
多
く
、
公
家
の
中
で

も
下
級
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
歴
代
は
近
衛
家
に
仕

え
る
家
礼
（
け
ら
い
）・
家
司
で
も
あ
り
、
十
四
世
紀
末

ご
ろ
か
ら
は
、
家
名
と
し
て
「
西
洞
院
（
に
し
の
と
う
い

ん
）」
を
称
し
て
い
る
。
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
時

当
の
死
に
よ
り
家
名
が
断
絶
し
て
い
た
が
、
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
に
飛
鳥
井
家
出
身
の
時
慶
（
時
通
）
が
再
興

さ
せ
、
嫡
男
の
時
直
と
と
も
に
、
歌
人
と
し
て
活
躍
す

る
。と

こ
ろ
が
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
十
二
月
に
時
慶
が
歿
す
る
と
、
時
直
が

既
に
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
早
世
し
て
い
た
た
め
、
嫡
孫
の
時
良
が
跡
を
継

い
だ
。
し
か
し
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
か
ら
時
良
も
病
に
臥
せ
る
よ
う
に
な

り
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
二
月
、
四
十
五
才
で
歿
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
寛

永
末
年
か
ら
延
宝
年
間
の
西
洞
院
家
の
当
主
は
若
年
の
時
成
で
あ
り
、
時
庸
弟
の
長

谷
忠
康
・
交
野
時
貞
が
在
世
し
て
い
る
も
の
の
、
官
位
で
は
平
松
時
庸
が
両
者
を
遥

か
に
し
の
い
で
い
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
に
平
松
時
庸
が
歿
す
る
と
、

長
谷
忠
康
が
位
階
で
上
位
に
立
つ
が
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
四
月
に
は
平
松
時

量
が
参
議
に
昇
進
し
、
非
参
議
の
忠
康
を
超
越
す
る
。
こ
れ
以
後
、
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
に
出
家
す
る
ま
で
、
平
松
時
量
は
平
氏
一
門
で
常
に
最
高
位
を
保
ち
続

け
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
十
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
平
家
一
門
は
、
嫡
流
で
あ
る
西
洞
院
家

を
平
松
時
庸
・
時
量
親
子
が
し
の
ぎ
、
事
実
上
、
彼
ら
が
一
門
の
代
表
者
と
し
て
扱

わ
れ
て
お
り
、
近
衛
家
へ
の
奉
仕
も
彼
ら
親
子
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
っ
て
い
た
の

で
あ
るi

。
し
か
も
、
西
洞
院
時
慶
・
時
直
が
主
に
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
に

対
しo

、
平
松
時
庸
・
時
量
は
政
治
的
な
方
面
で
も
活
動
し
て
い
た
。
平
松
家
の
縁
戚

35

三
五

延
宝
五
年
の
『
兵
範
記
』
分
与
に
つ
い
て

西
洞
院
時
慶 

時
直 

時
良 

時
成 

時
国�

   

時
久 

時
光
　
…�

    

範
量�

   

多
奈
井
小
路
局
（
霊
元
院
女
房
）�

  

女
子
（
一
条
昭
良
室
）�

 

平
松
時
庸 

時
量 

時
広�

   

時
方 

時
春
　
…�

   

石
井
行
豊
　
…�

   

時
香�

  

弁
内
侍
（
後
光
明
院
女
房
）�

  

宝
滋
院
比
丘
尼
（
日
野
資
勝
養
女
）�

 

長
谷
忠
康 
時
茂�

  
時
充�

  

忠
能 
＝ 

範
量
　
…�

 

交
野
時
貞 

＝ 

時
久 
＝ 
時
香
　
…�

 

平
内
侍
（
後
陽
成
院
女
房
）�

 

行
子
（
石
井
局
、
東
福
門
院
女
房
）�

 

女
子
（
姉
小
路
公
景
室
）�

図
１
　
近
世
初
頭
の
平
家
一
門

表１　平家一門の比較（17世紀における）

家名 新旧 家格 極位・極官 家領

西洞院 旧家 半家 従二位・参議 260石

平松 新家 名家 正二位・権中納言 200石

長谷 新家 名家 ─ 蔵米

交野 新家 名家 ─ 蔵米

飛
鳥
井
雅
春 

雅
敦 

雅
庸 
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と
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・
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井
家



を
示
し
た
図
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
時
庸
は
日
野
資
勝
の
婿
、
時
量
は
飛
鳥
井

雅
章
の
婿
と
な
っ
て
い
る
。
資
勝
・
雅
章
は
、
い
ず
れ
も
武
家
伝
奏
を
務
め
た
こ
と

の
あ
る
「
武
家
昵
近
衆
」
で
あ
り!0

、
朝
廷
内
で
も
幕
府
と
近
い
立
場
の
人
物
で
あ
る
。

ま
た
時
庸
の
姉
妹
に
は
石
井
局
（
東
福
門
院
女
房
）
や
平
内
侍
（
後
水
尾
院
女
房
）
が

お
り
、
時
量
妹
に
は
弁
内
侍
（
後
光
明
院
女
房
）
が
い
る
よ
う
に
、
姉
妹
が
天
皇
・

女
院
の
女
房
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
平
松
家
が
日
野
・
飛
鳥
井
と
の
縁
戚
で
あ
る
が

故
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
庸
は
、
歿
時
に
際
し
て
「
御
推
任
」
に
よ
っ
て
権
中
納
言

に
昇
進
し
て
お
り
、
時
量
も
後
光
明
院
の
伝
奏
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
平
松
が
仕
え

た
近
衛
基

は
、
後
水
尾
院
の
外
孫
で
あ
り
、
婿
で
も
あ
る!1

。
西
洞
院
家
は
、
平
氏

と
い
う
家
系
で
あ
る
が
故
に
武
家
伝
奏
や
議
奏
と
い
っ
た
朝
廷
内
の
重
職
に
就
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
平
松
家
は
、
日
野
・
飛
鳥
井
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
、

権
力
中
枢
と
の
距
離
を
縮
め
、
西
洞
院
家
が
不
遇
を
蒙
る
中
、
平
家
一
門
の
代
表
者

と
し
て
近
衛
家
に
奉
仕
し
つ
つ
、
天
皇
・
院
・
武
家
（
江
戸
幕
府
）・
摂
関
の
い
ず
れ

に
も
親
し
い
下
級
公
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る!2

。

そ
し
て
、『
兵
範
記
』
自
筆
本
を
譲
ら
れ
て
以
降
の
平
松
家
を
見
て
み
る
と
、
延

宝
七
年
（
一
六
七
九
）
か
ら
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
か
け
て
、
近
衛
家
が
所
蔵
す

る
『
中
右
記
』『
後
愚
昧
記
』
な
ど
の
「
旧
記
」
を
書
写
し
て
い
る!3

。
ま
た
、『
園
太

暦
』『
官
槐
記
』『
山
槐
記
』『
管
見
記
』『
飾
抄
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
を
、
近
衛
家

と
平
松
家
の
間
で
互
い
に
書
写
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る!4

。
こ
れ
ら
の
行

動
は
、
平
松
家
は
新
し
く
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
奉
公
の
資
と
な
り
、

家
系
存
続
の
核
と
な
り
え
る
古
記
録
群
の
蒐
集
を
試
み
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
一
門
の
代
表
者
と
な
っ
た
平
松
家
で
は
、
朝
廷

や
近
衛
家
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
、
朝
廷
の
先
例
を
記
し
た
「
旧
記
」
を
蒐
集
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
、
近
衛
家
の
援
助
を
仰
い
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
浮
か

び
上
が
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
平
松
家
が
『
兵
範
記
』
を
望
ん

だ
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か!5

。

平
松
が
『
兵
範
記
』
自
筆
本
を
欲
し
た
理
由
を
明
確
に
記
し
た
史
料
は
な
い
。
し

か
し
、
江
戸
時
代
初
期
に
成
立
し
た
歴
史
の
浅
い
公
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
十

七
世
紀
後
半
に
は
平
松
家
が
一
門
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
一
因
と

し
て
挙
げ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
近
衛
家
側
か
ら
見
た
譲
渡
の
理
由

前
章
で
は
、
延
宝
年
間
に
お
け
る
平
松
家
を
と
り
ま
く
一
門
の
動
向
を
考
察
し

た
が
、
次
に
譲
渡
を
許
可
（
決
意
）
し
た
近
衛
基

の
側
に
つ
い
て
も
考
察
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
た
だ
望
ま
れ
た
だ
け
で
、
貴
重
な
自
筆
本
を
譲
渡
す
る
と
は

思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

近
衛
基

に
『
兵
範
記
』
の
譲
渡
を
決
意
さ
せ
る
理
由
を
考
え
る
際
に
重
要
な
の

が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
４
　
「
基

公
記
」
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
閏
十
二
月
三
日
条

（
前
略
）
柳
原
中
納
言
被
レ

来
、
被
レ

賀
二

昨
日
之
儀
一

之
序
、
永
和
一
品
記
〈
忠

光
卿
記
、
後
深
心
院
殿
拝
賀
之
時
記
〉
一
巻
昨
日
披
二

見
之
一

、
可
レ

許
二

書
写
一

之
由
種
々
懇
望
之
間
、
則
遣
二

正
記
一

〈
忠
光
卿
ノ
自
筆
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
資
定
卿

之
筆
也
〉、
今
度
種
々
入
魂
之
間
、
予
満
足
之
余
、
譲
二

遣
之
一

了
、
畏
悦
之
由

再
三
被
レ

謝
レ

之
、
令
二

書
写
一

了
者
、
加
二

奥
書
一

可
レ

報
二

予
恩
恵
一

之
由
、
重
々

被
レ

連
二

謝
詞
一

了
、
此
事
入
魂
殊
レ

他
故
、
予
遣
レ

之
了
、（
以
下
略
）

近
衛
基

が
平
松
父
子
に
『
兵
範
記
』
自
筆
本
の
分
与
を
告
げ
る
わ
ず
か
十
日
前
に
、

基

は
柳
原
中
納
言
（
資
廉
）
に
「
永
和
一
品
記
」
を
遣
わ
し
て
い
る
。「
忠
光
卿
」

「
資
定
卿
」
は
、
い
ず
れ
も
柳
原
資
廉
の
直
系
の
祖
先
で
あ
り
、
資
廉
は
そ
の
書
写

を
求
め
て
「
懇
望
」
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
日
に
基

が
そ
れ
を
許
し
た

理
由
は
、「
今
度
種
々
入
魂
之
間
、
予
満
足
之
余
」
と
あ
る
通
り
、
資
廉
が
「
種
々

入
魂
」
し
て
何
か
を
勤
め
、
そ
れ
に
基

も
満
足
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
資
廉
の
奉

36

三
六



仕
に
応
え
る
と
い
う
形
で
、
基

は
「
永
和
一
品
記
」
を
遣
わ
し
た
の
で
あ
る!6

。
こ

の
よ
う
に
、
延
宝
五
年
の
閏
十
二
月
の
上
旬
、
近
衛
基

は
柳
原
資
廉
と
平
松
時
量

に
対
し
て
、
立
て
続
け
に
便
宜
を
計
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
直
前
の
儀
式
に
あ
っ
た!7

。
近
衛
基

は
、
こ
の
年
の
十
二
月
八
日

に
左
大
臣
に
昇
進
し
て
お
り
、
閏
十
二
月
二
日
に
は
拝
賀
着
陣
儀
を
済
ま
せ
て
い
る

が
、
そ
の
際
に
扈
従
し
た
の
が
柳
原
・
平
松
の
両
名
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
基

は
、
猪

熊
関
白
（
近
衛
家
実
）
や
法
性
寺
殿
（
藤
原
忠
通
）
の
古
例
を
調
べ
、
旧
儀
も
復
興
さ

せ
る
な
ど
、
か
な
り
意
欲
的
に
こ
の
儀
式
の
準
備
を
行
な
っ
て
い
る
。
儀
式
当
日
に

扈
従
す
る
公
卿
は
、
基

の
行
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
平

松
と
柳
原
の
二
人
は
、
儀
式
の
全
体
像
か
ら
細
か
な
所
作
に
つ
い
て
ま
で
熟
知
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
時
に
は
、
旧
儀
復
興
と
い
う
基

の
意
欲

に
応
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
か
な
り
の
知
識
や
経
験
が
必
要
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

加
え
て
平
松
時
量
に
対
し
て
は
、
任
左
大
臣
直
後
の
十
二
月
十
二
日
、「
此
間
之

首
尾
」
を
遣
わ
す
と
い
う
旨
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
を
承
っ
た
時
方
は
「
驚
入
」
っ
て

い
る
。
平
松
が
近
衛
の
家
礼
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
任
左
大
臣
拝
賀
・

着
陣
儀
の
実
行
に
関
し
て
、
平
松
が
何
ら
か
の
責
任
あ
る
役
割
を
仰
せ
下
さ
れ
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
方
の
柳
原
資
廉
は
、
近
衛
基

の
家
礼
で
は
な
い
。
し
か
し
柳
原
家
は
、
弁
官

や
武
家
伝
奏
な
ど
の
実
務
系
の
職
務
を
つ
と
め
て
き
た
家
柄
で
あ
り
、
後
に
は
柳
原

紀
光
や
柳
原
隆
光
、
柳
原
光
愛
と
い
っ
た
有
職
故
実
の
学
者
を
輩
出
し
て
い
る
上
、

資
廉
自
身
に
も
年
中
行
事
に
関
す
る
著
作
が
複
数
あ
る!8

。
旧
儀
復
興
を
目
指
し
た

基

は
、
故
実
に
詳
し
い
柳
原
資
廉
に
儀
式
に
関
す
る
相
談
を
も
ち
か
け
、
当
日
の

サ
ポ
ー
ト
役
も
平
松
と
共
に
行
な
う
よ
う
命
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
近
衛
基

は
、
左
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
後
の
左
大
臣
着
陣
儀
を
旧

儀
に
則
っ
て
滞
り
な
く
済
ま
せ
て
い
る
。
柳
原
資
廉
の
「
種
々
入
魂
」
と
は
、
閏
十

二
月
二
日
に
行
な
わ
れ
た
基

の
拝
賀
・
着
陣
儀
で
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
事
前
の
準
備
や
当
日
の
扈
従
（
補
助
）
に
満
足
し
た
基

が
、
柳
原
に
は
「
永

和
一
品
記
」、
平
松
へ
は
『
兵
範
記
』
自
筆
本
と
い
う
、
両
者
の
直
接
の
祖
先
に
か

か
わ
る
旧
記
を
褒
美
と
し
て
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
譲
渡
の
期
日

こ
の
よ
う
に
、『
兵
範
記
』
自
筆
本
の
譲
渡
に
は
、
平
松
家
側
・
近
衛
家
側
の
双

方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
実
際
に
譲
渡
さ
れ
た
期
日
に

つ
い
て
も
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

史
料
３
の
十
二
日
条
を
再
び
見
直
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
こ
の
日
は
近
衛
基

が
分
与
の
意
向
を
示
し
た
の
に
対
し
、
時
方
は
「
父
之
卿
ニ
可
申
入
之
由
」
を
答
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
翌
日
の
時
量
の
近
衛
邸
訪
問
も
、
基

の
意
向
を
時
方
か
ら
伝

え
ら
れ
、
平
松
家
と
し
て
の
正
式
に
回
答
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
史
料
３
か
ら
は
、
閏
十
二
月
十
二
日
に
『
兵
範
記
』
分
与
が
近
衛
基

か

ら
提
案
さ
れ
、
翌
十
三
日
に
そ
れ
が
正
式
に
決
定
し
た
と
推
察
で
き
る
も
の
の
、

『
兵
範
記
』
そ
の
も
の
の
引
き
渡
し
に
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
が
、
史
料
３
に
続
く
次
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
５
　
「
基

公
記
」
延
宝
五
年
閏
十
二
月

十
五
日
丁
亥
、
天
晴

終
日
於
二

文
庫
一

勘
二

旧
記
一

十
六
日
戊
子
、
天
晴

今
日
亦
終
日
勘
二

旧
記
一

、
平
少
納
言
被
レ

来
、
相
共
勘
レ

之

十
七
日
己
丑
、
天
晴
陰
、
昨
日
雪
霰
飛
散

終
日
勘
二

旧
記
一

十
八
日
庚
寅
、
天
晴
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今
日
亦
勘
二

旧
記
一

十
九
日
辛
卯
、
天
晴

平
少
納
言
時
方
卿
・
行
豊
卿
相
来
、
引
二

勘
旧
記
一

十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間
、
基

は
文
庫
で
「
旧
記
」
の
整
理
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
平
松
時
方
・
石
井
行
豊
の
兄
弟
も
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
十
三
日
の
分
与
決
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
近
衛
家
で
所
蔵
す
る
『
兵
範
記
』
か
ら
分
与
す
る
「
自
筆
本
」

を
選
定
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

で
は
『
兵
範
記
』
自
筆
本
は
、
こ
の
選
定
作
業
が
終
了
し
た
閏
十
二
月
十
九
日
に

引
き
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
西
田
氏
が
提
示
さ
れ
た
史
料
２
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
再
び
史
料
２
を
見
る
と
、
そ
れ
は
二
月
九
日
付
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
無
レ

疑
自
筆
少
々
有
レ

之
候
様
存
候
間
、
漸
々
被
二

撰
分
一

候
は
、
其
分
不
レ

残
令
二

進

入
一

度
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
分
与
は
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
２
は
無
年
号
で

あ
る
か
ら
明
確
に
は
述
べ
が
た
い
が!9

、
自
筆
本
を
分
与
す
る
と
言
う
事
は
決
ま
っ
て

い
て
も
、
ど
れ
が
自
筆
本
で
あ
る
か
と
い
う
判
断
に
迷
っ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間

は
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、『
兵
範
記
』
が
実
際
に
平
松
家
の
所
有
に
帰
し
た
の
は
、
延
宝
六

年
以
降
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
と
す
る
の
が
賢
明

で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ま
だ
疑
問
は
残
る
。
史
料
１
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
平
信
範
自
筆
本
が
廿

数
巻
、
平
松
時
量
が
近
衛
基

か
ら
借
り
請
け
て
書
写
し
た
も
の
が
廿
巻
あ
っ
た
と

い
う
。
書
写
し
た
廿
巻
は
と
も
か
く
、
自
筆
本
廿
数
巻
と
い
う
分
量
は
、
奉
仕
の
褒

賞
と
し
て
与
え
る
に
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
柳
原
資
廉
に
対
す
る
褒
賞
が
、

「
永
和
一
品
記
」
一
巻
の
書
写
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
差
は
歴
然

と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
史
料
２
を
見
直
し
て
み
る
と
、「
無
レ

疑
自
筆
少
々
有
レ

之
候
様
存
候
間
」

と
あ
り
、
近
衛
基

は
信
範
自
筆
本
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
正
確
に
は

把
握
し
て
お
ら
ず
、
漠
然
と
「
少
々
」
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る@0

。
そ
う
す
る
と
近
衛
は
、「
少
々
」
の
自
筆
本
を
「
不
レ

残
」
譲
与
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
日
か
ら
文
庫
を
調
査
し
て
み
る
と
、
か
な
り
の
分
量
が
自
筆
本

と
認
定
で
き
る
こ
と
に
気
付
き
、
あ
わ
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
少
々
」
の

自
筆
本
だ
け
を
譲
与
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
近
衛
と
、
自
筆
本
を
「
不
残
」
譲
与
し

て
も
ら
え
る
と
期
待
し
た
平
松
の
思
惑
の
差
が
、『
兵
範
記
』
の
譲
渡
期
日
が
明
確

に
な
ら
な
い
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
『
兵
範
記
』
の
平
松
家
へ
の
譲
与
が
延
宝
六
年
以
降
に
な
る
と
し
た
場
合
、

興
味
深
い
事
実
と
し
て
、
近
衛
家
と
西
洞
院
家
と
の
関
係
悪
化
が
指
摘
で
き
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
西
洞
院
家
で
は
当
主
の
相
次
ぐ
早
世
に
よ
り
、
若
年
の
時
成
が
当
主

と
な
っ
て
い
た
が
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
十
二
月
、
近
衛
基

の
「
口
入
」
に

よ
っ
て
参
議
に
昇
進
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
平
松
時
量
も
「
且
一
家
悦
畏
入
」

と
基

に
謝
礼
を
述
べ
、
基

も
「
尤
也
」
と
満
足
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る@1

。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
直
後
の
翌
二
月
、
一
条
冬
経
（
兼
輝
）
が
位
階
・
官
職
の
両
方
で

上
臈
で
あ
っ
た
近
衛
基

を
超
越
し
て
関
白
に
任
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
近
衛
と
対

立
し
て
い
た
霊
元
天
皇
に
よ
る
意
図
的
な
人
事
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
対
立

も
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た@2

。
近
衛
と
対
立
す
る
霊
元
が
、
一
条
を
取
り
立
て
た
わ
け

だ
が
、
こ
う
し
た
中
で
西
洞
院
時
成
は
、
一
条
冬
経
の
関
白
拝
賀
行
列
に
扈
従
す
る

の
で
あ
る
。
時
成
に
と
っ
て
、
新
関
白
冬
経
は
近
縁
者
で
あ
る
か
ら
、
扈
従
す
る
こ

と
に
一
定
の
理
解
は
で
き
よ
う@3

。
し
か
し
、
時
成
を
「
譜
代
家
礼
」
と
考
え
、
そ
う

で
あ
れ
ば
こ
そ
二
ヶ
月
前
に
「
口
入
」
し
て
昇
進
さ
せ
た
基

に
と
っ
て
は
、
心
外

甚
だ
し
い
行
為
で
あ
り
、「
面
皮
三
寸
皮
底
無
血
之
所
為
歟
」
と
激
怒
し
て
い
る@4

。

そ
し
て
こ
の
年
の
末
、
平
松
時
量
は
正
二
位
に
昇
叙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
洞

院
家
の
先
例
を
こ
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
基

は
、
平
松
が
平
家
一
門
の
代
表
者
で
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あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
定
し
た
と
言
え
よ
う
。

西
洞
院
家
は
近
衛
家
の
家
礼
で
あ
っ
た
が
、
天
和
年
間
の
「
基

公
記
」
に
は
、

西
洞
院
の
名
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
ず
、
日
常
的
な
奉
仕
や
近
衛
家
で
の
行
事
な
ど

に
西
洞
院
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。
宮
廷
に
お
い
て
霊
元
と
近
衛
が
対
立
す
る
中
、

霊
元
に
親
し
い
西
洞
院
に
代
わ
っ
て
、
平
松
が
奉
仕
を
続
け
て
い
る
。
平
松
家
へ
の

『
兵
範
記
』
譲
渡
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
対
立
の
副
産
物
と
し
て
実
現
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

む
す
び
に
か
え
て

従
来
、
延
宝
五
年
閏
十
二
月
に
平
松
時
量
の
懇
望
に
よ
っ
て
『
兵
範
記
』
自
筆
本

が
近
衛
家
か
ら
平
松
家
に
分
与
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
本
稿
で
は
、
次

の
よ
う
な
経
緯
を
復
元
で
き
た
。

①
平
松
家
は
、
本
家
で
あ
る
西
洞
院
家
の
当
主
が
成
長
す
る
ま
で
の
間
、
平
氏
一
門

の
代
表
者
と
し
て
近
衛
家
に
奉
仕
し
て
い
た
。
平
松
時
量
は
、
近
衛
家
に
奉
仕
し

つ
つ
、
院
・
天
皇
・
武
家
に
親
し
い
下
級
公
家
と
し
て
活
動
し
て
い
く
中
で
、
自

家
に
も
古
記
録
を
整
備
し
よ
う
と
試
み
、
近
衛
基

に
『
兵
範
記
』
自
筆
本
の
譲

渡
を
願
い
出
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
近
衛
基

は
、
延
宝
五
年
閏
十
二
月
二
日
の
任
左
大
臣
拝
賀
・
着
陣
儀
を
滞
り
な

く
済
ま
せ
た
褒
賞
と
し
て
、
柳
原
資
廉
と
平
松
時
量
に
、
彼
ら
の
直
接
の
祖
先
に

あ
た
る
人
物
の
日
記
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

③
閏
十
二
月
三
日
、
柳
原
に
は
「
永
和
一
品
記
」
を
与
え
、
書
写
さ
せ
た
。

④
平
松
に
対
し
て
は
『
兵
範
記
』
自
筆
本
を
与
え
る
こ
と
に
し
、
閏
十
二
月
十
二
日

に
時
方
を
通
じ
て
そ
の
旨
を
伝
え
る
と
、
翌
日
、
時
量
が
そ
の
謝
礼
に
参
上
し

た
。

④
十
五
日
か
ら
は
近
衛
家
の
文
庫
で
『
兵
範
記
』
自
筆
本
の
選
定
が
行
な
わ
れ
た
が
、

譲
渡
自
体
は
翌
年
以
降
に
ず
れ
込
ん
で
い
た
よ
う
で
、
正
確
な
期
日
は
わ
か
ら
な

い
。

⑤
譲
渡
が
天
和
年
間
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
霊
元
天
皇
と
近
衛
基

と
の

政
治
的
対
立
の
副
産
物
と
し
て
譲
渡
が
実
現
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
平
松
家
へ
の
『
兵
範
記
』
自
筆
本
の
譲
与
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

類
推
を
重
ね
た
部
分
も
あ
る
が
、
本
稿
が
、『
兵
範
記
』
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

註q

平
信
範
か
ら
平
松
家
に
至
る
系
譜
は
、
次
の
と
お
り
（
参
考
系
図
）。

w

西
田
直
二
郎
「
兵
範
記
に
就
い
て
」（『
史
林
』
一
の
三
、
一
九
一
六
年
）、
米
田
雄

介
「
兵
範
記
と
近
衛
基

」（『
日
本
歴
史
』
四
三
三
、
一
九
八
四
年
）。『
陽
明
叢
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延
宝
五
年
の
『
兵
範
記
』
分
与
に
つ
い
て

平
（
朝
臣
） 
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時
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時
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高
　
　
時
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時
兼    

時
顕
　
　
時
長     

時
秀
（
時
当
） 
＝
　
時
慶 

時
直�

  

平
松
時
庸�

  

長
谷
忠
康�

  

交
野
時
貞�

参
考
系
図
１
　
平
信
範
と
平
家
一
門



書
　
人
車
記
　
四
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
）
の
解
説
（
上
横
手
雅
敬
執

筆
）・
上
横
手
雅
敬
「
兵
範
記
と
平
信
範
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
図
録
『
日
記

が
開
く
歴
史
の
扉
』
二
〇
〇
三
年
）
も
こ
の
両
論
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

e

「
兵
範
記
由
来
書
」（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
平
松
本
」）。
翻
刻
は
、『
日
記

が
開
く
歴
史
の
扉
』
に
拠
る
。
な
お
、
同
様
の
史
料
は
「
山
城
国
平
松
家
文
書
」

（
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
所
蔵
）
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
〈

〉
内
は
割

書
（
以
下
同
じ
）。

r

京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
「
平
松
家
文
書
」。
翻
刻
は
、
西
田
論
文
に
拠
る
。

t

陽
明
文
庫
所
蔵
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
）。

y

平
松
家
は
、
西
洞
院
時
慶
の
次
男
で
あ
っ
た
時
庸
が
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）

に
公
卿
に
列
し
て
分
家
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
公
家
と
し
て
確
立
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
な
お
、
時
庸
・
時
量
の
経
歴
は
、『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録

第
三
十
一
集
』（
国
立
史
料
館
、
一
九
八
〇
年
）
の
「
平
松
家
文
書
目
録
解
題
」
に

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
略
歴
は
表
の
と
お
り
。

u

以
下
、
西
洞
院
家
の
経
歴
に
関
し
て
は
、『
公
卿
補
任
』『
諸
家
知
譜
拙
記
』
な
ど

に
よ
る
。

i

「
基

公
記
」
に
よ
る
と
、
延
宝
〜
天
和
年
間
に
は
平
松
時
量
と
平
松
時
方
・
石
井

行
豊
の
父
子
が
頻
繁
に
近
衛
家
に
出
入
り
し
て
い
る
が
、
西
洞
院
家
の
人
物
は
ほ

と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。

o

西
洞
院
家
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
時
顕
や
時
秀
（
時
当
）
が
和
歌
・
連
歌
の
歌
人

と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
再
興
後
も
時
慶
・
時
直
は
多
く
の
歌
会
に
参
加
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

!0

日
野
資
勝
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
か
ら
同
十
六
年
ま
で
、
飛
鳥
井
雅
章
は
寛

文
元
年
（
一
六
六
一
）
か
ら
同
十
年
ま
で
、
武
家
伝
奏
を
つ
と
め
て
い
る
。

!1

近
衛
基

と
後
水
尾
院
と
の
関
係
は
、
次
の
と
お
り
。

!2

た
と
え
ば
時
量
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
か
ら
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
ま

で
、
毎
年
の
よ
う
に
三
月
に
は
後
光
明
院
や
東
福
門
院
の
使
者
と
し
て
江
戸
へ
下

向
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
日
記
が
「
山
城
国
平
松
家
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。

!3

延
宝
七
年
正
月
か
ら
同
八
年
十
一
月
に
か
け
て
断
続
的
に
『
中
右
記
』
の
書
写
・

校
合
を
行
な
い
、
延
宝
八
年
九
月
に
は
『
後
愚
昧
記
』
の
書
写
・
校
合
を
行
な
っ

て
い
る
（「
基

公
記
」）。

!4

京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
「
平
松
家
文
書
」。

!5

『
兵
範
記
』
は
、「
日
記
の
家
」
と
呼
ば
れ
た
平
家
一
門
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
詳

し
く
朝
廷
の
儀
式
・
故
実
が
記
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ

と
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
残
存
し
て
い
る
日
記
で
も
あ
る
。
平
松
時
量
が
『
兵
範

記
』
を
望
ん
だ
理
由
に
は
、
こ
の
よ
う
な
『
兵
範
記
』
の
高
い
実
用
性
も
影
響
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
兵
範
記
』
の
そ
の
よ
う
な
面
に
触
れ
た
も
の
に
は
、
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信
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信
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尚
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参
考
系
図
２
　
近
世
初
頭
の
天
皇
家
と
近
衛
家

平松時庸と時量の略歴

平松時庸（1599.4.28～1654.7.12）

寛永19年（1632）正月15日 叙従三位・任非参議

11年（1634） 3月26日 兼右衛門督

20年（1643）11月17日 任参議

正保14年（1647）12月17日 叙従二位（日付は正月5日付）

慶安元年（1648） 6月28日 辞

承応13年（1654） 7月12日 任権中納言、同日辞、同日歿

平松時量（1627.2.15～1704.8.12）

明暦13年（1657）正月15日 叙従三位・任非参議

寛文元年（1661） 4月12日 任参議

兼右衛門督

延宝12年（1674） 7月15日 任権中納言

16年（1678） 8月11日 辞

天和12年（1682）12月24日 叙正二位

13年（1683） 新院伝奏となる

貞享13年（1688） 新院伝奏を辞す

元禄14年（1701） 2月23日 出家

宝永元年（1704） 8月12日 歿



註
w
の
諸
論
文
の
ほ
か
、
杉
橋
隆
夫
「『
人
車
記
』
と
そ
の
周
辺
」（『
陽
明
叢
書

人
車
記
一
』
月
報
13
、
思
文
閣
出
版
・
一
九
八
六
年
）・
『
平
安
時
代
史
事
典
』

（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
、
杉
橋
隆
夫
執
筆
）・『
日
本
歴
史
「
古
記
録
」
総
覧
』

上
（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
八
九
年
、
元
木
泰
雄
執
筆
）・『
日
本
「
日
記
」
総
覧
』

（
新
人
物
往
来
社
・
一
九
九
四
年
、
元
木
泰
雄
執
筆
）
な
ど
数
多
い
。

!6

管
見
の
限
り
、
柳
原
家
に
譲
与
さ
れ
た
「
永
和
一
品
記
」（
忠
光
卿
記
）
は
、
関
係

史
料
を
蔵
す
る
諸
機
関
に
は
現
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

!7

以
下
、
拝
賀
・
着
陣
儀
に
関
し
て
は
、「
基

公
記
」
に
よ
る
。

!8

年
中
行
事
に
関
す
る
柳
原
資
廉
の
著
作
と
し
て
、「
近
代
年
中
行
事
」・「
近
代
年
中

行
事
細
記
」・「
近
代
年
中
行
事
略
記
」
な
ど
が
見
え
る
（『
国
書
総
目
録
』）。

!9

史
料
２
は
無
年
号
で
あ
る
が
、
宛
先
は
「
平
松
中
納
言
」
で
あ
る
。
近
衛
基

の

存
命
中
に
権
中
納
言
に
昇
っ
た
平
松
家
の
人
物
は
、
平
松
時
量
（
延
宝
二
年
〈
一

六
七
四
〉
七
月
〜
六
年
八
月
に
在
職
）
と
平
松
時
方
（
元
禄
十
四
年
〈
一
七
〇
一
〉

十
月
〜
宝
永
元
年
〈
一
七
〇
四
〉
十
月
に
在
職
）
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

の
書
状
の
年
代
は
彼
ら
の
中
納
言
在
任
中
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、「
基

公
記
」
で
は
、
平
松
時
量
が
散
位
と
な
っ
た
延
宝
六
年
八
月
以
降
も
彼
の
こ
と

を
「
平
中
納
言
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
彼
ら
が
中
納
言
を
辞
し
た

後
も
近
衛
基

は
「
平
松
中
納
言
」
宛
で
書
状
を
記
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
西
田
氏
は
こ
の
書
状
の
年
代
が
延
宝
三
年
以
前
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
時
量
が
権
中
納
言
に
昇
進
し
た
の
は
延
宝
二
年
の
七
月
で
あ
る

か
ら
、「
平
松
中
納
言
」
宛
の
二
月
七
日
付
書
状
が
出
せ
れ
た
の
は
延
宝
三
年
二
月

以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

@0

な
お
こ
の
当
時
、
近
衛
基

は
三
〇
才
で
あ
る
。
父
親
の
近
衛
尚
嗣
が
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
七
月
に
三
二
才
で
急
死
し
た
時
、
基

は
ま
だ
六
才
で
、
元
服
も
済

ま
せ
て
い
な
い
。
文
庫
に
所
在
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
父
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
で

き
ず
、
基

は
ま
だ
完
全
に
把
握
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
月
十
三
日
に
、
江
戸
幕
府
か
ら
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂

の
た
め
に
典
籍
を
借
り
た
い
旨
の
使
者
が
来
て
い
る
が
、
そ
れ
に
答
え
て
作
成
さ

れ
た
「
書
籍
目
録
」
に
は
、『
兵
範
記
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

@1

「
基

公
記
」
天
和
元
年
十
二
月
廿
二
日
条
。

@2

高
埜
利
彦
『
日
本
の
歴
史
　
元
禄
・
享
保
の
時
代
』
第
五
章
（
集
英
社
・
一
九
九

二
年
）・
同
『
江
戸
幕
府
と
朝
廷
』（
山
川
出
版
社
・
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。

@3

一
条
冬
経
は
一
条
昭
良
の
孫
で
あ
り
、
西
洞
院
時
成
の
従
兄
弟
の
子
に
あ
た
る
。

@4

「
基

公
記
」
天
和
二
年
二
月
廿
四
日
条
。

附
記本

稿
は
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
古
典
に
お
け
る
人
間
と
環
境
―
平
安

貴
族
と
そ
の
周
辺
―
」
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、

杉
橋
隆
夫
先
生
を
は
じ
め
、
共
同
研
究
者
の
方
々
よ
り
有
益
な
助
言
を
賜
っ
た
。
記

し
て
謝
意
と
し
た
い
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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四
一

延
宝
五
年
の
『
兵
範
記
』
分
与
に
つ
い
て


